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要旨:一戸建ての住宅から構成される一般的な 「まち」における住民のコミュニティ形成の醸成度とまち

なみの形態との関係を明らかにする目的で、神戸市内に位置するまちなみの形態が異なる3組の調査街区、

合計6街区をす由出し、各街区において住民のコミュニテイ物或の醸成度が読みとれるイ子動等の観察と、コミ

ュエティに対する意識変化に関するアンケートを実施した。外構にブロック塀などの構造物ではなく、植物

を用い開放的な印象を与える修景を行つている街区において、コミュニティ形成の醸成度が高く、そのよう

なまちなみの形態の 「まち」に住むことでコミュニテイに対する新たな意識が形成されることが示唆された。
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はじめに

真に住み良いまちづくりを進めるためには、まちな

み景観といったまちの外見的形態の整備と同時に、そ

こに暖かなコミュニテイが息づいていくことが必要で

ある。しかし、このコミュニテイの活動や成熟度につ

いての体系的な分析や、より良いコミュニテイを息づ

かせる方法論についての研究はまだ進んでおらず、各

地で試行的に様々な方法で取 り組まれているのが現状

である (木村,1978.土 肥,1985。)。

この中で、まちの外見的形態とそこにおけるコミュ

ニテイ形成の両者の間には、相互に関係のあることが

指摘されており、例えば川岸ら(1998)は、隣接する通

常の集合住宅との比較から 「コーポラティブ住宅」に

おけるコミュニティ形成について、また、四之宮ら

(1999)は、ニュータウン周辺に確保された緑地におけ

るニュータウン住民のコミユニテイ形成について報告

を行つている。
一方、小谷ら(1997)は、一戸建ての住宅から構成さ

れるまちにおける路地の緑と住民意識について、井上

ら(2000)は、同様なまちにおける塀の形態と住民意識

について報告を行つている。しかし、一戸建ての住宅

から構成される一般的な形態のまちにおけるまちなみ

とコミュニティ形成との関係について研究を行った例

はまだみられない。我が国における 「まち」の外見的

形態としては、一戸建て住宅から構成されるものが面

積的に最も大きいことから、この様な一般的な「まち」

のコミュニティ形成とその 「まち」の外見的形態との

関係の分析を進めることの意義は重要である。

以上のような認識に基づき、本研究はその第一歩と

して、戸建て住宅群により形成される 「まち」に属す

る住民のコミュニケーションの発達度合やまちなみの

美観維持行動等 (これを本稿では 「コミュニティ形成
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